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陰設立からの歩み
今号には平成19年4月から8月までの活動を記録 し

ました。見出し番号は創刊号からの通し番号です。

81 平 成 19年 度 総 会 開 催

4月13日 (金)午後1時30

鄭
　
″ム

平成 19年度
密春  分

から今年度総会が能代

市中央公民館で開催され

た。

総会には米代西部森林

管理署から流域管理調整

官の森川寛氏、山本地域

振興局から森づくり推進

課長の車開光氏と春日重
輝
子練盟輩押鷲習 和 技師、能代市から農林

水産課長の北澤至氏 と佐

藤義光農林整備係長が出席 した。

米代西部森林管理署等のあいさつの後、進藤 日出

男氏を議長に選出し、松原の現状について活発な質

疑が行われた。

写真は会員

が質問 してい

る場面。写真

右側には来賓

が着席 してい

るので、ここ

数年で最大の

出席者数 とな

つた。

1 今 年は役員改選の年に当たり、選考の結果、会長、

1副会長 とも留任 となつた。総会後の役員会で会長か

ら委嘱された幹事等を含め、平成19・20年度の役員

は下記のとお り。

会 長  鷲 尾購次郎

副会長 福 司和夫 ・浅野 ミヤ ・安井昭彦

監 査  佐 々木利雄 ・塚本誠子

幹 事  佐 藤幸雄 (事務局長)・秋林弘道 ・伊藤昭

子 ・大高一
成 ・小鳴康太郎 ・小林勝平 ・小山佳代子

・桜田隆雄 ・佐藤修正 ・佐藤恒雄 ・佐藤浩嗣 ・進藤

日出男 ・鈴木あつ子 ・田中方夫 ・渡辺進(五十音順)

32風 の 松 原 バ ー ドウ オ ッチ ン グ

4月28日(土)6:00～7:30 バ ー ドウオッチングを実

施。参加者数

は25名。

最初に講師

の渡辺進 さん

(会員)からバ

ー ドセンサス

の記入方法について

の説明を受け、 日和

出方面 目指 してスタ

ー ト.

渡辺進 さん作成の

資料 「風の松原でよく見られる野鳥」を見ながら観

察開始。土手の桜が満開の中で、陸上競技場のフィ
ール ドに展開する小鳥たちの動きを観祭。ここでメ

ジロとツグミなどについて学んだ。

日和 出に新設 され 鷹 験
卜
,

たあづまやからは白

神山地の出々の眺め

が抜群だつた。

その後、日和出下

から昔の作業道を辿

りながら小鳥を探

した。本来のバー

ドウオッチングで

は多人数だと小鳥

に逃げられてしま

うので、2～3人で

行 うのが適当との

お話しもあつた。

陸上競技場脇に戻つての鳥合わせによると、この

日観察 したのは18種だった。

83 風の松原を守る市民ボランティア大会
5月6日 (日)9:00～11:30 風の松原に守 られ る人々

の会 も主催団体になつている 「風の松原を守る市民

ボランテ ィア大会」が開催 された。

今の主催になって5年 目の今年は、高校生を加え

て人百人余。各種 トラック20台、ローダー 3台 が準

備された。本会からは6名 が作業 リーダーとして参

加。他の会員は個人で申し込みをして参加 した。

大会には昨年から「風の松原に守られる人々の会」

の隣も登場。閉会式の鷲尾さんのあいさつでは 「今
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年はにかほ市や大仙市から

の参加者もあつた」「皆さん

の善意で、能代の財産であ

る松原が未来に向かつて成

長することを信 じている」

と述べていた。

84講 演会 森 の清清しさを探る
5月17日(木)10:00～12:00 今 年の本会の企画であ

る講演会がサン ・ウッ ド能代で開催 された。参加者

は38名。講師は植物天然成分研究の国内第
一人者で

ある木材高度加工研究所所長谷田貝光克先生。

演題は 「森の清清 しさを探 る」。緑深い森に入ると

気分がさわやかになリリ

フレッシュする。そ

の気分を快適にする木の

香 りを学問的に解明し、

カビや細菌の繁殖を防ぐ

力、害虫を抑える力、ホ

ルムアルデヒドなどの有

害物質を除去する力など

を説明して、木の香 りで
1朕適な生活ができること

をお話 しになつた。

5月25日 (金)9:30～ 11:30 先 に実施 した講演会 と

セ ッ トで計画 したのがこの 「森林浴 と植物観察会」。

当日はあいにく小雨模様だつたが、請演会の様子

が新聞報道 されたこともあつて、申込みよりも多い

33名が参加。

コースを60分 コース、75分 コース、90分 コースの

三班に分けてスター ト。

3コ ースの経路は省略

するが、一番時間を要し

たのは75分コース。2時

間近く要したが、植物観

察の説明が面白く、アカ

ゲラなども観察できた と参加 した人たちは満足そ う

に話 していた。

86 第 1回ニセアカシア萌芽撃退作戦
6月22日(金)9:30～11:30 今回はこの春ウンドチ

ップ歩道が敷かれ

たばか りの日和山

方面。参加者は14

名。 日和山あづま

や周辺で芽欠きを

実施 してから帰 り

際にこの春クロマ

ツ首が植林された

ばかりの場所を通

り、クロマツ首が

雑革に覆われてい

る様子に唖然。い

くらかはT刈 りしたが

者全員が次回はこのク

、時間オーバーで断念。参加

ロマツ首を救お うという気持

対ヽ玲

ちを抱いた。

87 樹 種名札取り付け作業
7月20日 (金)9:30-11:30

昨年は会の行事がある時は

i必ずと言っていいほど晴れ

|ていたのだが、今回はなぜ

iか雨.樹 種名札 を組み立て

|る作業は陸上競技場本部?
i屋根の下で実施。この 牟

1名札は6月25日に木の学

i校で作成 したもの。

1 昨 年まではシュロ縄

1で幹に結びつける方法

|だったが、今回から支

i柱を立てる方法が許可

|されたので、 日和山方面を中心に取 り付け。中には

1昨年までのものを補強 した箇所 もある。今回の設置

|は全部で28箇所。

188 広報誌 「んだすな」に本会が紹介される |

縄ン 瀞 鰈 馳
|にわたつて紹介されている。           |

1 8 9  第 2回 ニ セ ア カ シ ア 萌 芽 撃 退 作 戦  |

i 8月4日(土)6:00～7:30 当 日は台風5号の余波で始i

lまる前は雨。多少の雨でも実施 しようと話 し合つて |

iいたが参加者は12名。クロマツ苗の植栽箇所は米代 |

1西部森林管理署で実施するというので、6月22日と同十

|じ場所の 2回 目を実施 した。           1

浴と植物観察会
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